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「わたしは停めません」「わたしは停めません」
とと

～本当に必要な人のために～
ほんほん とうとう ひつひつ ようよう ひとひと

和 歌 山 県
わ か やま けん

　　　マークのついた車
くるま

いす用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

や点
てん

字
じ

ブロック、皆
みな

さんも街
まち

で

よく見
み

かけるのではないでしょうか。

　だけど、本
ほん

当
とう

にその意
い

味
み

を理
り

解
かい

した利
り

用
よう

がされているのでしょうか。

　車
くるま

いす用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

や点
てん

字
じ

ブロックはいったい何
なん

のためにあるのか、そ

して正
ただ

しく利
り

用
よう

されるためにどうすればいいのかを皆
みな

さんと考
かんが

えていき

たいと思
おも

います。

「乗
の

り降
お

りしやすいね。」 

「入
いり

口
ぐち

まで安
あん

心
しん

して行
い

けるね。」     

「身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

標
ひょう

識
しき

（クローバーマーク）」は肢
し

体
たい

に障
しょう

害
がい

のある方
かた

が運
うん

転
てん

していることを示
しめ

す
標
ひょう

識
しき

です。

「視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

も安
あん

心
しん

して通
とお

れるね。」

「事
じ

故
こ

がおこったり、けがをしたりすること
もないね。」  

　皆
みな

さん一
ひと

人
り

ひとりの「ほんの少
すこ

しの思
おも

いやり」で誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して、
そして安

あん

全
ぜん

に暮
く

らせる街
まち

になるのです。
　「やさしい心

こころ

のまちづくり」皆
みな

さんもはじめてみませんか？

お問
と

い合
あ

わせ：和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

 福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

部
ぶ

 福
ふく

祉
し

保
ほ

健
けん

政
せい

策
さく

局
きょく

 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

課
か

                
電
でん

　話
わ
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　和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

では…
　障

しょう

害
がい

のある人
ひと

や歩
ある

きづらい人
ひと

などが、登
とう

録
ろく

された「車
くるま

いす使
し

用
よう

者
しゃ

用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

」や「ゆずりあい駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

」を利
り

用
よう

するときは、「障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

利
り

用
よう

証
しょう

」を車
くるま

に掲
けい

示
じ

し、本
ほん

当
とう

に必
ひつ

要
よう

な人
ひと

が区
く

画
かく

を利
り

用
よう

できる制
せい

度
ど

を実
じっ

施
し

し
ています。

和歌山県障害者等用
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「 車
くるま

いす用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

って何
なん

のためにあるの？ 」

　車
くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

が自
じ

動
どう

車
しゃ

を乗
の

り降
お

りする時
とき

、車
くるま

いすを自
じ

動
どう

車
しゃ

に横
よこ

付
づ

けしてドアを全
ぜん

開
かい

にする必
ひつ

要
よう

があります。
　そのため、一

いっ

般
ぱん

の駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

に比
くら

べて多
おお

くのスペースが必
ひつ

要
よう

になります。
　また、車

くるま

いすを使
つか

っている人
ひと

よりも自
じ

動
どう

車
しゃ

のほうが背
せ

が高
たか

いので、車
くるま

い
すを使

つか

っている人
ひと

は自
じ

動
どう

車
しゃ

にかくれてしまい、駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

内
ない

の移
い

動
どう

は危
き

険
けん

が伴
ともな

います。
　そのため、出

で

入
はい

りしやすいように入
いり

口
ぐち

の近
ちか

くに車
くるま

いす駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

が設
もう

けら
れているのです。

ゆずりあい駐車区画
しゃちゅう かくく

「 点
てん

字
じ

ブロックって何
なん

のためにあるの？ 」

　視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の通
つう

行
こう

を手
て

助
だす

けする大
たい

切
せつ

なもので、進
すす

む方
ほう

向
こう

を示
しめ

す
線
せん

状
じょう

のブロック（誘
ゆう

導
どう

ブロック）と注
ちゅう

意
い

を喚
かん

起
き

する点
てん

状
じょう

のブロック（警
けい

告
こく

ブロック）があります。

誘導ブロック
ゆう  どう けい  こく

警告ブロック

「 こんなことよく見
み

かけませんか？ 」

　そんな大
たい

切
せつ

な車
くるま

いす用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

と点
てん

字
じ

ブロックですが、街
まち

の中
なか

を見
み

回
まわ

すと
どうでしょう？

「車
くるま

いすの人
ひと

のための駐
ちゅう

車
しゃ

場
じょう

なのに、車
くるま

いす
を使

つか

ってない人
ひと

が停
と

めてるよ。」

「車
くるま

いすの人
ひと

が来
き

たら、停
と

めるところがなく
て困

こま

ってしまうだろうね。」

「点
てん

字
じ

ブロックの上
うえ

にバイクが停
と

めてあるよ。」  

「視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

のじゃまになるね。
もしかしたら、ぶつかって事

じ

故
こ

になったり、
けがをしてしまうかもしれないね。」

「 どうして車
くるま

いす用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

や点
てん

字
じ

ブロックの上
うえ

に停
と

めるの？ 」

　「ほんのちょっとだけだから。」
　「そんなにたくさん障

しょう

害
がい

者
しゃ

も来
こ

ないだろう。」
　「他

ほか

にもあるから自
じ

分
ぶん

一
ひと

人
り

くらい停
と

めても大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

だろう。」
　こんな気

き

持
も

ちで車
くるま

いす用
よう

駐
ちゅう

車
しゃ

区
く

画
かく

に駐
ちゅう

車
しゃ

したり、点
てん

字
じ

ブロックの上
うえ

に
自
じ

転
てん

車
しゃ

やバイクを停
と

めてるのかもしれません。
　でも、そのほんの少

すこ

しの間
あいだ

に車
くるま

いす利
り

用
よう

者
しゃ

が駐
ちゅう

車
しゃ

しようとするかもしれ
ません。視

し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が通
とお

るかもしれません。
　「ほんの少

すこ

しだけだから」という気
き

持
も

ちが誰
だれ

かに大
おお

きな迷
めい

惑
わく

をかけている
のかもしれないのです。

「 僕
ぼく

は停
と

めないよ。」「 私
わたし

は停
と

めません。」

　特
とく

別
べつ

なことむずかしいことも必
ひつ

要
よう

ありません。
　本

ほん

当
とう

に必
ひつ

要
よう

としている人
ひ と

のために車
くるま

いす用
よ う

駐
ちゅう

車
し ゃ

区
く

画
か く

をあけておく、点
て ん

字
じ

ブロックの上
う え

や周
しゅう

囲
い

に物
も の

を置
お

いたり自
じ

転
て ん

車
し ゃ

などを停
と

めたりしない、それだ
けでいいのです。


